
「生物多様性を学び、海外 NGO活動参加のチャンス＆キッカケをつかむ」 

平成２１年度地球環境基金「国際協力講座」【報告】 

①研修の趣旨 

 今回の講座は、民間団体による環境分野の国際協力活動に関心をもち、その活動に関

わりたいと考えている人たちに基礎的な知識や実践事例を学んでもらい、国際協力への

参加をうながし、国際協力の振興に資することを目的として、独立行政法人環境再生保

全機構の主催及びラムサールセンターの企画運営によって実施したものです。 

②プログラムの概要 

 日時 ： 2009年 10月 17日（土）11：00～10月 18日（日）16：00 
 会場 ： 環境省自然環境局「生物多様性センター」（山梨県富士吉田市） 
 参加者： 全国より 10代から 60代までの 23名 
 講師 ： 水谷 知生さん（生物多様性センター長） 
      安藤 元一さん（東京農業大学） 
      磯崎 博司さん（明治学院大学） 
      ダグ・ワトキンスさん（Wetland International オセアニア） 
      イ・ウーシンさん（ソウル大学） 
      新井 卓さん（日本マレーシア協会） 
      西宮 康二さん（海外環境協力センター） 
      清水 俊弘さん（日本国際ボランティアセンター） 
      和気 尚美さん（筑波大学） 
      渡辺 通人さん（河口湖フィールドセンター館長） 
 

③実施概要 

 はじめに、生物多様性センター長の水谷さんより生物多様性センターについて案内し

ていただきながら「生物多様性とは？」「生物多様性条約とは？」「生物多様性センター

の役割」についてご説明いただきました。知っている言葉ではあっても体系的にわかり

やすく説明されると意外と知らなかったことも多く、大変勉強になりました。 
 
 生物多様性について基礎的な事実や意義を学んだところで、安藤さんと磯崎さんより

生物多様性分野での国際協力の枠組や意義についてお話いただきました。ここではそも

そも「なぜ環境保全に取り組むのか、地球環境を守る意義とは何か？」という根本につ

いてもお話がありました。基本的な考え方を明確に理解することで活動への取り組み方



が一層よりよいものになるでしょう。参加された方にも NGOで活動する方が多くいら
っしゃり、よい刺激となっているようでした。 
 
その後海外の代表的な NGO、WI オセアニアのワトキンスさんに「渡り鳥保護の国際
協力ネットワーク」についてお話いただきました。また、ソウル大学のイさんには NGO
がどのように連携し、研究を行っているのかについてお話いただきました。 
また、新井さん、西宮さん、清水さん、和気さんより日本から海外へ行って国際協力活

動を行う側から見た国際協力活動とはどんなものであるか、その実際についてなど様々

な事例、貴重な体験談を伺いました。一日目はここで終了し、その後は講師を交えてい

ろいろな意見交換や参加者が行っている活動についての相談などが行われました。環境

保全活動と国際協力にかかわる講師の方々と自由に意見を交換ができる場を利用して

参加者のみなさんの今後に役立つアドバイスや情報を得ることができたようです。 
 
２日目の前半はフィールドスタディとして河口湖周辺の貴重な自然を見ながら「人の手

が入らないことで保たれている生物多様性」と、「人が手を入れることで保全されてい

る生物多様性」とのちがいを河口湖フィールドセンター館長渡辺さんのご説明を受けな

がら観察しました。 
 
午後の部は今回の「国際協力講座」の事務局として企画運営を担当したラムサールセン

ターのボランティアスタッフ・専従スタッフから国際協力 NGOで働くとはどういった
ことか、またボランティアとして国際協力 NGOに関りながら活動を研究へとつなげて
いく事例など身近なお話から本音の部分までご紹介いただきました。 
 
研修最後の全体討論では、今回の講座を通して学んだこと、今後に活かせると感じたこ

とや感想などを参加者同士で発表をし、「こんな活動がしたい」から「こんな活動なら

できそうだ」という具体的な展望を講師の方から適宜アドバイスを受けながらが形づく

りました。将来の国際協力活動へつなげる糸口をみつけることができたのではないでし

ょうか。 
 

   

 
 
 
 
       
 


